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日本経済の今後の成長について 

 研究テーマは、日本経済の成長である。今後の日本経済の成長の源泉はどこにあるのかということを中心

に、雇用のあり方や貿易制度のあり方なども含めて研究を行なっている。 

 今日、日本経済は多くの課題に直面している。膨れ上がる財政赤字、なかなか脱却できずにいるデフレ問

題、貧困と格差の問題、社会保障と税のあり方など、多くの課題が山積している。しかし、こうした問題は、

リーマンショック後の世界経済や少子高齢化が進んでいる先進各国でも生じている、今後世界でも見られる

であろうとされる共通の課題でもある。こうした課題をいかに克服して、日本経済が今後いかに経済成長を

遂げることができるかということを模索し、日本の経済発展に寄与したいと考えている。 

 現在取り組んでいる研究は、服部哲也拓殖大学教授との貿易に関する共同研究で、国際的な生産工程間の

分業が構築される中で、比較優位の決定要因を明らかにするというものである。国際産業連関表を用いて、

国際的な生産工程間の分業の何が比較優位の差をうみ出しているかを解明しようというものである。これを

明らかにして、今後日本が競争力を持ちうる分野を特定し、今後の日本の経済成長を高めるあり方の一助に

つながればと思っている。 
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 日本が競争力を持ちうる分野を特定し、今後の日本の経済成長を高めるあり方の一助につながる研究と

すること。また、環太平洋経済連携協定（TPP）をはじめ、政府は、日欧経済連携協定や中国も参加する

東アジア地域包括的経済連携（RCEP）など、新しい「広域連携」のルール作りを主張しているが、そうし

たルール作りにおいて、国内の制度改革の指針を示す研究とすることなど。 
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